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　毎日新聞社会事業団が、毎日新聞紙面と連動させて
１９７９（昭和54）年から「飢餓・貧困・難民救済キャンペ
ーン」としてスタートした海外難民救援事業は、２０１４年
で３５年を迎えた。２０１４年度は７月、大阪本社の記者と
カメラマンがハイチとドミニカのスラムで暮らす難民や貧
しい住民を取材、「見えない鎖～ハイチ・ドミニカ報告」と
題して、貧困に苦しむ少年や若者の現状を紙面で連載
した。

人身売買などにより、最貧国の中でも最低限の生活
を強いられる若人たちの窮状を知った読者から多くの浄
財が寄せられ、西部社会事業団は東京、大阪両事業団
とともに、日本ユニセフ協会や国連ＵＮＨＣＲ協会など
の国際機関のほか、ＮＧＯの「シャンティ国際ボランティ
ア会」「ペシャワール会」など２２団体に総額９８０万円を
届けた。キャンペーン当初からの救援金の総額は１５億
９４２３万８３４４円に達した。

海外救援金の配分先と配分額は以下の通り。
日本ユニセフ協会▽国連ＵＮＨＣＲ協会▽国連世

界食糧計画ＷＦＰ協会▽アムダ（ＡＭＤＡ）▽シェ
ア（国際保健協力市民の会）▽ジェン（ＪＥＮ）▽
シャンティ国際ボランティア会▽全国社会福祉協議
会 ▽難民を助ける会（ＡＡＲ）▽日本国際ボラン
ティアセンター（ＪＶＣ）▽バーンロムサイ▽ピー
スウィンズ・ジャパン（ＰＷＪ）▽緑のサヘル▽ワ
ールド・ビジョン・ジャパン▽難民支援協会▽ネパ
ール・ヨードを考える会▽マハムニ母子寮関西連絡
所▽シエラレオネフレンズ▽ハイチ友の会▽ＣＯＤ
Ｏ海外災害援助市民センター▽ペシャワール会▽ロ
シナンテス
　　　　　　　　計　２２団体　　９８０万円　

■海外難民救援事業■ ■小児がん征圧事業■

などと闘う子どもたちを支援する組織や医療機関などに贈呈した＝
写真。１４年度は、前年度に西部に寄せられた２０００万円の募金の残
金に加え、前年度と１４年度分の募金を合わせ、１３団体に３００万円を
配分することが出来た。その結果、東京、大阪と合わせた当年度の配
分は全国で２９団体、１２００万円となり、これにより第１次から第１９次ま
での贈呈総額は２億９１１０万円となった。

小児がん征圧募金の配分団体と配分額は以下の通り。
がんの子供を守る会（含むスマートムンストン）▽そらぷちキ

ッズキャンプ▽白血病研究基金を育てる会▽スマイルオブキッズ
▽ファミリーハウス▽メイク・ア・ウイッシュ　オブ　ジャパン
▽難病のこども支援全国ネットワーク▽パンダハウスを育てる会
▽小児脳腫瘍の会▽アジア・チャイルドケア・リーグ▽チャイル
ド・ケモ・ハウス▽日本クリニクラウン協会▽近畿小児血液・が
ん研究会▽京都大学医学部附属病院小児科ボランティア「にこに
こトマト」▽京都ファミリーハウス▽ＮＰＯあいち骨髄バンクを
支援する会 ▽ＮＰＯ法人にこスマ九州 ▽久留米大学病院親の会
「木曜会」▽ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会▽九州がんセ
ンター小児科親の会「大きな木」 ▽福岡大学病院小児科親の会 
「みらい」▽福岡ファミリーハウス▽ファミリーハウス由布ＢＡ
ＢＹＭＩＮＥ▽宮崎大学医学部小児がんキャンプ実行委員会▽Ｔ
ｉ－ｄａわらばーむ▽骨髄バンクボランティア福岡▽たんぽぽハ
ウス▽がんの子どもを守る会九州北支部▽大分大学医学部付属病
院小児科親の会「ブルースター」
　　　　　　　　　　　　　　　計２９団体　　１２００万円

平成８（１９９６）年から展開し
ている毎日新聞と毎日新聞社
会事業団のキャンペーン「生き
る――小児がんの子どもたちと
ともに」と連動した募金。東京、
大阪、西部の３事業団に集ま
った募金は、小児がんや難病
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■障害者福祉事業■

■災害被災者救援事業■19件、大半が継続

■福祉団体助成事業■

助成・援助の事業件数としては最も多
く、大半が継続事業。今期は新規事業が
１件あり計19件となったが、うち名義の
みの後援は４件だった。

【支援事業】
「声の点字毎日」発行▽第37回毎日サ

マースクール▽北九州精神障害者福祉会
連合会合同バスハイク助成▽第35回脳性
マヒ児のための母親研修キャンプ▽第25
回北九州市障害者水泳大会▽第39回「わ
たぼうし音楽祭」▽第14回ごろりんハウ
ス交流キャンプ▽第６回ＡＣＴ全国研修
大会福岡助成（新規）▽第49回九州地区
聾学校体育・文化連盟沖縄大会▽第83回
全国盲学校弁論大会▽日本ふうせんバレ
ーボール協会運営費助成▽中間市手をつ
なぐ育成会年末もちつき大会▽第34回「
出発を励ます集い」▽第33回北九州市障
害者ボウリング大会▽北九州ＯＰＥＮ(
国際車いすテニストーナメント2015北九
州)
【名義後援事業】

第32回北九州精神障害者家族会連合会
総会▽第52回北九州市障害者スポーツ大
会▽第33回肢体不自由児者の美術展▽第
12回オンキョー点字作文コンクール

　14年度は2011年に発生した東日本大震
災の影響が続く形で推移した。発生から
４年が経過し、寄せられる募金額は減少
傾向にあるが、大震災の被災者・被災地
を支援しようという意気込みは、多くの
人々の気持ちの中で継続しているように
見受けられる。
　14年度、毎日新聞社と３事業団が取り
組んだ東日本大震災救援金と毎日希望奨
学金には、多くの方々から善意が寄せら
れ、東日本大震災救援金は200万円を日本
赤十字社に送金、希望奨学金は450万円を
大阪社会事業団に送金した。ともに残金
は次年度に繰り越した。

また、局地的豪雨により国内各地で土
砂被害があった８月豪雨災害では、西日
本各地で発生した災害を受けて社告で募
金を呼びかけた。寄せられた募金は特に
甚大な被害が出た広島市に対するものが
ほとんどで、９月と11月、27年３月の計
３回、同市あてに送金した。

西部社会事業団への救援金・奨学金は
以下の機関・団体に配分、贈呈した。
【東日本大震災被災者救援金】日本赤十
字社へ200万円【毎日希望奨学金】大阪社
会事業団へ450万円【８月豪雨災害被災者
救援金】広島市へ203万6290円

今期は、前年度より１団体減の12団体に
助成金を贈った。減少した理由は、募金額の
減少に伴う助成事業の見直しにより、「山口
県児童福祉連絡会議」への助成を中止したこ
とによる。それ以外の助成はいずれも継続事
業だが、大半の団体の助成額を前年度より減
額した。

助成した福祉団体は以下の通り。
福岡、北九州、佐賀、大分の「いのちの

電話」▽あしなが育英会▽「福岡盲ろう者友
の会」▽ＮＰＯ法人抱樸（旧・北九州ホーム
レス支援機構）▽山口県共同募金会▽福岡県
交通遺児を支える会▽九州盲導犬協会▽北九
州あゆみの会▽北九州市障害福祉ボランティ
ア協会▽日タイ両国の社会福祉交流事業助成
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◆ 　木村雄峰・常務理事が5月末で退任、

その後任として６月から事業団事務局で
仕事をすることになりました。どうぞ、
よろしくお願いします。　　　（瀬尾）


